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研究成果の概要（和文）：「因果性と「志向性」という、生成に関する伝統的な二つの原理に

ついて、知識や認識に関わる理論的側面、行為や自由・責任につながる実践的側面、そし

て制度や規範・法に関わる社会的側面の、三つのアスペクトからアプローチをすることに

よって、説明、理解、合理化、正当化、というおよそ人間の活動であるならいかなる場面

にも当てはまる普遍的な事態の構造を解明し、多様な学問領域の橋渡しを行った。 
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１．研究開始当初の背景 

本研究の主題設定のきっかけは、『知識と行
為』（黒田亘、東京大学出版会、1983 年）に
おける因果性と志向性の対比についての傑
出した分析にある。また、The Nature of 
Rationality (R.Nozick, Princeton 
University Press, 1993)も本研究のバック

グラウンドとなる、きわめて影響力の大きい
書物である。この二つの著作をいわば橋渡し
をし、因果性と志向性の対比という問題意識
をノージックが現代哲学の先端のなかに持
ち込んだ意思決定理論や進化論的認識論と
いうテーマへと適用していくことが必要と
されていた。 
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２．研究の目的 

本研究は、「因果性」と「志向性」という二
大生成原理の対比を特に主題化することを
通じて、哲学の諸問題を貫通する一つの大き
な道筋をつけ、さらにはそのことによって哲
学研究の諸学問領域への応用の可能性を具
体的に広げていくことを目的とする。理論と
実践という伝統的な領域区分はいうまでも
なく、制度や組織といった分野にまで射程を
広げても、そこには「何々だからこうなる」
「こうなるために何々する」といった生成の
ダイナミズムの言語が隅々にまで入り込ん
でおり、そうしたダイナミズムそのものを主
題として取り上げるというのは前例があま
りなく、本研究の独創的な視点である。さら
には、哲学研究のなかに「意思決定理論」の
研究というテーマを重大な核としてもちこ
んだことも本研究の独創的な特徴である。 

 

 

３．研究の方法 

本研究に先だって遂行された科学研究費に
よる研究「事実・行為・規範をめぐる知識の
実践的研究－「自然と人為」の対比について
の哲学的再検討」を承けて、そこでの研究成
果を「因果性」と「志向性」という、生成を
めぐる哲学の伝統的な対概念に適用し、その
ことで、理論哲学の多様な主題、そして実践
哲学的な諸問題に新しいパースペクティヴ
をもたらすことを目論んだ。 
 
 
４．研究成果 

「因果性と「志向性」という、生成に関す

る伝統的な二つの原理について、知識や認

識に関わる理論的側面、行為や自由・責任

につながる実践的側面、そして制度や規

範・法に関わる社会的側面の、三つのアス

ペクトからアプローチを行った。そして、

説明、理解、合理化、正当化、というおよ

そ人間の活動であるならいかなる場面にも

当てはまる普遍的な事態の構造を解明する

ことができ、以下に挙げたような多数の研

究成果を公表した。この研究により、多様

な学問領域の橋渡しをするという哲学固有

の課題をはたすことができた。 
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